
 

平成２８年 第２回 筑前町議会定例会 

 

一 般 質 問 通 告 書 

 

 

１日目 

 
６月１３日（月）１０：００開始 

 

 1 ページ・・・・石丸 時次郎 議員 

 

２ページ・・・・福本 秀昭 議員 

          

３ページ・・・・深野 良二 議員 

 

４ページ・・・・川上 康男 議員 

 

５ページ・・・・横山 善美 議員 

 

 

２日目 

 
６月１４日（火）１０：００開始 

 

７ページ・・・・梅田 美代子 議員 

 

８ページ・・・・奥村 忠義 議員 

 

９ページ・・・・山本 一洋 議員 

 

１０ページ・・・・一木 哲美 議員 

 

１１ページ・・・・河内 直子 議員 
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質 問 順 位 第  １  番 議席番号 ７番 質問者名 石丸 時次郎 

件      名 要         旨 

 

1 嘱託職員の任用期間について  
 

                     

 

（１） 嘱託職員（専門職）の任用期間、最長５年の問題点を問う。 

 

① 本町の嘱託職員の任用期間を最長５年とした根拠は何か。 

② 専門職を必要とする職場では、５年の期限による弊害も多い。問題の共

有はできているか。 

③ 嘱託職員の５年を超えての更新には、１年間の休暇期間の設定がある

が、平等取扱いの原則や成績主義の観点から問題がある。今後は適切な募

集を行い、その旨の周知を図るべきではないか。 

④ 嘱託職員（専門職）の最長５年の期限は、人材確保、費用対効果、住民

サービス等々、町の損失が大き過ぎる。見直すべきではないか。 

                             

答弁者  町  長 

                               

 

2 業務の民間委託について 

 

 

（１） 業務の民間委託については、経営的視点に立ち、コストをはじめ、多角的

な検証が行われているかを問う。 

 

① 業務の民間委託を検討するにあたり、どういう手順で行っているのか。

また、どのような事を基準にしているのか。 

② 窓口業務の民間への移行が検討されているが、負担増ほどの成果は期待

できないと考える。費用対効果をどう考えているのか。 

③ 今後、民間活用（委託等）が増えていくと思われるが、逆の発想も必要

と考える。どのように考えているのか。 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ２  番 議席番号 １１番 質問者名 福本 秀昭 

件      名 要         旨 

 

 1 ICT について 

 

（１） 携帯型端末機は子どもたちの必須アイテムのひとつ。オンラインゲームや

インターネットに熱中しすぎて不規則な生活となっている。急増するネット

依存者の実態と対策は。 

 

① 小中学生のスマートフォンの調査をしたのか。ゲーム等の使用実態は。 

② 学校での授業に影響は無いのか。 

③ 指導等の対策は考えているのか。 

 

 

                        答弁者  教 育 長 

 

 

２ 災害対策について 

 

（１） 熊本大震災が発生した。一連の地震は依然余震が続き、自然災害の恐ろし

さを実感させられた。本町での地震対策の再チェックが総合的に必要だと思

う。 

 

① 熊本地震で本町が執った行動は機能したと言えるのか。 

② 的確な情報伝達のマニアル等を作成しておくべきだと思うが。 

③ 現在指定している避難所、避難場所は安全性の面から大丈夫か。  

④ 人命の救出に次いでインフラの復旧が望まれるが、応えられるのか。 

⑤ 独居老人などの弱者への確認作業などは、地域と一体的にできるのか。 

⑥ ボランティア協力の効率化を十分検討するべきではないか。 

 

答弁者  町 長   
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質 問 順 位 第  ３  番 議席番号 １番 質問者名 深野 良二 

件      名 要         旨 

 

１ 子育て支援（保育所運営）について 
 

（１） 第２子を出産時期に第１子が退所しなければならないケースがある。保護

者が子育てしやすい環境をつくるべきではないか。 

 

（２） 正規の職員が今後減少していくなかで、保育所運営に支障はないのか。ま

た、今後の保育所運営をどのように考えているのか。 

 

（３） 発達障がいをはじめ、気になる子どもたちの支援のために専門知識を持っ

た職員を配置したらどうか。 

 

答弁者  町 長 

 

 

２ 学校教育について 

   

平成２７年３月議会 一般質問の追跡質問 

 

（１） 学力向上推進委員会を夜須校区にも立ち上げるべきではないか。関係機関

との協議はどうなっているのか。 

 

（２） 学校現場で起きている差別事件の実態にむけて、どのように取り組んでい

るのか。 

 

 

答弁者  教 育 長 
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質 問 順 位 第  ４  番 議席番号 １０番 質問者名 川上 康男 

件      名 要         旨 

 

１ 本町における学校教育施策について 

   

 

（１） 小中学校における暴力行為、いじめ、不登校、授業放棄の実態と対応策を

問う。 

 

（２） 全国統一学力テスト、学習状況調査の結果と対応策を問う。 

 

（３） 小中学校連携、一貫教育取り組みについて。 

 

   ① 小中連携、一貫教育の目的と効果はどうなっているか。 

   ② 町、教育委員会、教職員、地域住民、保護者等での協議は万全か。 

   ③ 学校間連携による教職員負担軽減対策はできているか。 

   ④ 本町における小中連携、一貫教育の将来像をどのように考えているか。 

 

 

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

長  
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質 問 順 位 第  ５  番 議席番号 ３番 質問者名 横山 善美 

件      名 要         旨 

 

１ 地震災害と道路行政について 

   

 

（１） 本町の啓開道路（有事の場合の速やかな救援・物資輸送などに利用）は把

握しているか。またその場所はどこか。 

 

（２） 本町の避難所と町道の関係について。 

本町には指定緊急避難場所 9 か所・指定避難場所 10 か所があるが、これ

らに関連する道路拡張や歩道整備の要望件数はどれくらいか。 

 

（３） 国道 386 号線歩道整備について。 

平成 26 年に発足した「国道 386 号線歩道整備促進期成会」が要望活動し

ている。町の現状報告と今後の取り組み状況はどうなっているのか。 

 

 

答弁者  町  長 

 
      

 

２ 各行政区のごみ集積場の整備促進に 

ついて 

 

（１） ごみ収集（生ごみ）において、本町では現在何台の収集車で稼働している

のか。また、何か所の集積場所があるのか。 

 

（２） 各行政区から集積場所整備に関する補助金交付の要望書が出ていると思う

が、どうなっているのか。 

 

答弁者  町  長 
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３ 過去の質問答弁のその後の状況について 

 

（１） 総合支所の利用について、具体的方策はできたのか。 

 

（２） 荒廃農地の現状とその後の対策は。状況は改善されているのか。 

 

（３） 空家問題の現状把握はできたのか。また、その後の対策はできているの

か。 

 

 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ６  番 議席番号 １２番 質問者名 梅田 美代子 

件      名 要         旨 

 

１ 人権施策について 

   

 

（１） ＬＧＢＴ（性的少数者）の実情は把握しているか。 

 

（２） ＬＧＢＴを尊重する対応策・配慮が必要と考えるが、どのように考えてい

るのか。 

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 

 

２ 町営住宅入居者の管理について 

 

 

  

 

（１） 既入居者の住居に新たに同居が許されるのはどのような場合か。許されな

いのはどのような場合か。 

 

（２） 既入居者の入居者実態確認の調査は実施しているか。 

 

答弁者  町  長 

      

 

３ 災害時の対応について 

 

（１） 万が一の大規模災害発生時を想定して、被災者や避難所対応のシミュレー

ション・訓練が必要である。今後の取り組みについて伺いたい。 

 

答弁者  町  長 

                             教 育 長 
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質 問 順 位 第  ７  番 議席番号 ５番 質問者名 奥村 忠義 

件      名 要         旨 

 

１ 子どもの自立支援対策について 

   

 

（１） 子どもの貧困対策事業（こども食堂）を行政区で実施した場合、町の

支援策について問う。 

 

 

答弁者  町  長 

 

 

 

２ 災害時の危機管理について   

 

（１） 地域防災計画について問う。 

 

① 自主防災組織の取り組みは、どの程度実施しているのか。 

 

② 災害時のボランティア要員（近隣市町村との連携）はどのように考

えているのか。 

 

③ 橋梁の点検は定期的に行っているか。また、危険と思われる箇所は

ないか。 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ８  番 議席番号 ４番 質問者名 山本 一洋 

件      名 要         旨 

 

１ 生涯学習施設（めくばり館・喫茶室） 

 の現状と課題について 

 

 

 

（１） めくばり館の利用状況はどうなっているか。また、めくばり館を有効

活用するための方策をどう考えているのか。 

 

（２） めくばーる喫茶室の現状はどうなっているか。また、今後どのように

活用するのか。 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ９  番 議席番号 １３番 質問者名 一木 哲美 

件      名 要         旨 

 

１ 熊本地震被災地支援と本町の災害対策 

について 

 

   

 

（１） 熊本地震被災地支援について。 

 

① 本町からも支援しているが、被災地の要望に貢献できているのか。

今後の支援計画をどのように考えているのか。 

② 避難生活者が未だにたくさんいらっしゃるが、本町でも受け入れを

取り組むべきだ。 

 

（２） 本町の災害対策について。 

 

① 非常食の準備と管理は適切なのか。 

② 本町にも活断層が存在する。地震対策への取り組みが必要だ。 

③ 木造戸建て住宅耐震改修促進事業(県補助) の実態はどうなっている

か。事業の推進に取り組むべきだ。 

④ 災害による被災時、町外からの支援体制は整っているのか。 

⑤ 被災時の車中泊避難防災計画が必要。また、仮設住宅建設予定地を

定める必要あるが、未定である。早急に定めるべきだ。 

 

答弁者  町  長 

 

２ 安心・安全な町づくりについて 

 

（１） 国道 386 号沿線、篠隈地区中心市街地の危険な歩道帯改良と、やすら

ぎ荘入口交差点改良について、朝倉県土整備事務所等からの計画が一部

でてきたようだが、進捗状況および町の取り組みの説明を求める。 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  １０  番 議席番号 １４番 質問者名 河内 直子 

件      名 要         旨 

 

１ 安心・安全の町づくりについて 

 

   

 

（１） 地域防災計画の見直しが必要ではないか。 

 

（２） 麦刈り後、野焼きをせずに鋤き込みをするように広報しているが、指

導はどうなっているのか。 

 

（３） 「地方版総合戦略」を見直し、「地域再生計画」を策定する考えはある

か。 

 

（４） 子どもの貧困の実態はどうなっているのか。 

    

   ① 住民税の課税データにおいて、１８歳未満の子どもがいる家庭で、

平均所得の２分の１以下の家庭の割合はどれくらいか。 

   ② 給食費無料化の考えはあるか。 

   ③ 子どもの貧困対策について、計画を策定しているのか。 

   ④ 就学援助条例策定の考えはあるか。 

 

 

答弁者  町  長 

教 育 長 

 


